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Abstract 

A questionnaire survey was conducted to collect base materials regarding current nursing education 

institutions that will become the basis of a study of the history of nursing education . Institutions 

surveyed were all 18 nursing education institutions in Aomori prefecture. A request for cooperation 

was made, and approval obtained before the questionnaires were mailed. The collection rate was 100%; 

questionnaires were collected from 3 colleges and 2 nursing schools that offer a 3-year program, 5 

nursing schools that offer a 2-year program, 2 institutions that offer a 5-year unified nurse training 

program, and 6 nursing schools that offer a practical nurse training program. Of those 18 institutions, 2 

were established by Aomori prefecture; 3 by cities; and 13 by various corporations. The number of 

students enrolled each year was from 20 to 100. The practical nurse training program was 2 years in 

duration, and the nurse training program, including a 5-year unified program, was 3 to 5 years . Many 

institutions that offer a nurse training program were established between 1955 and 1974. Nursing 

colleges were newly established in 1999 or later, but most nursing education institutions have about a 40-

year history. It is observed that while experiencing the effects of social conditions, such institutions 

have continued their operation until today by overcoming various milestones, such as changes in base 

organizations and the number of students enrolled, program reform, and reorganization. Furthermore, 

it became evident that such institutions are keeping archives related to nursing education in some way . 

In the future, the survey regarding the history of each nursing education institution as well as related 

archives will continue. 

(J.Aomori Univ.Health Welf. 6 (3): 401— 410 , 2005)
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Ⅰ.は じめに

　 日本で看護制度が発足 してか ら100年 余 りの年月が経

過 してお り、時代や社会の変遷 にしたがって、保健医療

ならびに社会福祉制度が変化 してきた。そのような状況

において看護職の社会的位置づ けや看護職に期待 される

社会的役割 もまた拡大 ・深化 して きた。

　青森県における看護職の活動や看護職養成制度につい

て も全国的な趨勢の影響を受け歴史的変遷を経てきてお

り、看護制度の草創期 また旧制度の時代か らみて、ある

いは新制度とされる戦後60年 ほどの近年において も大 き

く変化 している。 これ ら看護の変遷の過程は史(資)料

として沿革誌や記念誌などが残っているものの、個々の

施設等に保持 ・保存 されている状態であるが、充分に体

系化 されていない状況であると考 えられる。看護教育制

度の変化が急速に進んでい く今 日、教育機関の存廃など

に伴い歴史的史(資)料 が損傷、廃棄 される現状 にある。

また歴史的経過を体験 された先達の人々への調査や関連

資源の入手が年月の経過とともに困難になる一方である

と考える。そのような現状において、変遷を記録 として

残すことは、看護教育が どのように社会 に貢献 したかを

後世に伝える為に必要と考える。本校では現存する看護

基礎教育機関の属性 と史(資)料 に関する調査 をしたの

で報告する。

Ⅱ

.目 的

　青森県における看護基礎教育の歴 史的変遷過程を明ら

かにする、その第1報 として、現存する青森県の全看護

基礎教育機関の基本的属性や設置等の状況ならびに各教

育機関に関わる歴史的史(資)料 の所蔵状況を明らかに

することを目的 とす る。

Ⅲ.研 究方法

　 1　 研究デザイン:関 連探索型研究

　 2　 研究方法:質 問紙郵送法

　　 1)青 森県の行政報告 より現存する看護基礎教育機

　　　　関が18校 であることを確認 した

　　 2)事 前に看護基礎教育機 関の看護教員の責任者

　　　　 (教務主任あるいは学科長)に 連絡 を取 り調査

　　　　の依頼 を行い承諾を得た

　　 3)質 問紙と返信用封筒を郵送 し、看護教員の責任

　　　　者(教 務主任あるいは学科長)に 記入 と投函 を

　　　　依頼 した。なお、本研究はデルファイ法 を応用

　　　　 し、段階的に対象校へ調査を実施する予定であ

　　　　 る。その第1段 階と し、各機 関の基本 的属性

　　　　　(青森県 内看護教育機関の名称お よび設置主

　　　　体、設置と指定の時期、学校種別分類、入学定

　　　　員)、設置後の変更事項の有無、及び史(資)料

　　　　の所蔵状況の確認 を目的とした

　 3　 対象:青 森県内に現存する看護基礎教育機関全18

　　校

　 4　 調査期間:2005年7月 中旬か ら7月 下旬

　 5　 倫理的配慮:歴 史研究の性質上、機関の名称が公

　　表されることを説明 し同意 を得た。 さらに、回答は

　　 自由意思であることを明示 した。本研究は青森県立

表1　 青森県内看護基礎教育機関(全18校)質 問紙発送先 リス ト

課程

看
護
師

大
学

課3
程年

2
年
課程

一5

貫 年

准
看護

師

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

学校名

弘前大学医学部保健学科

青森県立保健大学健康科学部看護学科

弘前学院大学看護学部

独立行政法人国立病院機構 弘前病院附属看護学校

財団法人八戸看護専門学校

五所川原市立高等看護学院

青森市立高等看護学院

弘前市医師会付属高等看護学院

八戸市立高等看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属看護学院看護学科

青森県立黒石高等学校看護科

千葉学園高等学校看護科

青森市医師会立青森准看護学院

弘前市医師会付属准看護学院

八戸市医師会立八戸准看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属看護学院准看護学科

財団法人済誠会附属十和田准看護学院

財団法人仁和会三沢中央病院附属准看護学院

本稿における略称

弘前大学

保健大学

弘前学院大学

国立弘前看学

八戸看学

五所川原市立看学

青森市立看学

弘前医師会看学

八戸市立看学

厚生病院看学

黒石高校看護

千葉学園高校看護

青森医師会准看学

弘前医師会准看学

八戸医師会准看学

厚生病院准看学

十和田准看学

三沢准看学
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保健大学の倫理委員会の審査をうけ承認を得た

Ⅳ.結 果

　調査対象は青森県内に現存する看護基礎教育機関全18

校であ り、全校 より回答があった(回 収率100%)。 教育

機関の内訳は看護系大学3校 、看護専門学校7校 、高等

学校看護科2校 、准看護学校6校 であった。青森県内看

護基礎育機関発送先 リス トを表1に 示す。また、本稿 に

おいて看護基礎教育機関の学校名は表1に 示す略称 を用

いる。

1.青 森県内の看護基礎教育機関の設置主体 ・設立年

　　月(表2)

　　設置主体は看護師課程では、国立大学法人、青森

県、学校法人、独立行政法人国立病院機構、財団法

人、社団法人、八戸市、五所川原市など多様であっ

たが、准看護師課程は社団法人や財団法人によるも

のであ り、独立行政法人や青森県、市の設置はなかっ

た。 また、設立年月においては看護師課程で最 も歴

史が古かったのは、昭和20年 代設立の国立弘前看学

であり、現在 まで50年 以上組織の変遷はな く、継続

して看護教育が行われている。それ以外の看護師課

程は昭和40年 代の設立が5校 と最 も多 く、平成に入

り大学が3校 設立された(こ のうち1校 は1968年 の

設立であったが組織再編 により新たに設立 された)。

一方、准看護師課程は昭和30～40年 代に集中 してい

るがそれ以降の設立はなかった。

表2　 青森県内看護基礎教育機関の名称および設置主体、設立と指定の時期

課程

看
護
師

大
学

3
年
課
程

2
年
課
程

5
年

一
貫

准
看
護
師

国立大学法人弘前大学
医学部保健学科

青森県立保健大学
健康科学部看護学科

弘前学院大学看護学部

独立行政法人国立病院機構
弘前病院附属看護学校

財団法人八戸看護専門学校

五所川原市立高等看護学院

青森市立高等看護学院

弘前市医師会付属
高等看護学院

八戸市立高等看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属
看護学院看護学科

青森県立黒石高等学校看護科

学校法人千葉学園高等学校
看護科

青森市医師会立
青森准看護学院

弘前市医師会付属准看護学院

八戸市医師会立
八戸准看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属
看護学院准看護学科

財団法人済誠会附属
十和田准看護学院

財団法人仁和会三沢中央病院
附属准看護学院

旧名称

国立弘前大学医学部保健
学科看護学専攻

(H12～H16.3)

な し

な し

国立弘前病院附属
看護学校

な し

な し

無回答

な し

な し

厚生病院附属
高等看護学院

青森県立黒石高等学校
衛生看護学科

学校法人千葉学園
高等学校衛生看護学科

な し

無回答

なし

厚生病院附属准看護学院

なし

財団法人仁和会小鹿病院
附属准看護学院

設置主体

国立大学法人弘前大学
H15年 以前は文部科学省

青森県

学校法人弘前学院

独立行政法人国立病院機構
弘前病院
H15年 以前は厚生労働省

財団法人

八戸 シルバーリハ ビリ

テーション協会

五所川原市

青森市

社団法人弘前市医師会

八戸市

財団法人双仁会

青森県

学校法人千葉学園

社団法人青森市医師会

社団法人弘前市医師会

社団法人八戸市医師会

財団法人双仁会

財団法人済誠会

財団法人仁和会

設立年月

H12.10.1

H11.4.1

H17.4.1

S25.4

H2.3

S41.4

S47.4

S44.9

S43.9

S44.7

H14.4

S41.3

S37.5

S34.3

S35.4

S41.4

S30.12

S39.4

保助看養成所
　指定年月

H13.4.1

H11.4.1

H17.4.1

S28.4

H元.12

S41.2

S47.4

S44,7

S43.5

S44.7

H14.4

H14.4

S.37.4

S34.4

S35.7

S.41.3

S39.3

S46.3
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2　 青森県内の看護基礎教育機関の学校種別分類

　　(表3)

　　学校教育法の規定上の分類は看護師課程で各種学

校が5校 と最 も多 く、次に大学が3校 、専修学校 と

高等学校が2校 という結果であった。一方、准看護

師課程はすべてが各種学校であった。保健師助産師

看護師学校養成所指定規則(以 下、保助看指定規則)

上の分類では看護師課程は3年 課程が7校 と多 く、

これ らは全 日制で授業を行 っているが、2年 課程は

　 5校 でいずれ も定時制であった。

　　修業年限では看護師課程で大学が4年 、専修 ・各

種学校は3年 、高等学校は5年 と違いがみられた。

一方、准看護師課程 は、修業年限がいずれ も2年 で、

全 日制がほとんどであるが、中には定時制が1校 含

　まれていた。 また、保健師の教育課程は看護系大学

で必修の課程であり、青森県内の大学3校 で行われ

ていた。一方、助産師の教育課程 は弘前大学、保健

大学で選択制となってお り、弘前学院大学では設置

されていなかった。 また、専修学校においても保健

師、助産師、看護師の統合教育 を行っている所 はな

かった。

3　 青森県内の看護基礎教育機関の入学定員(表4)

　　学校の入学定員数は設置主体により異なるが、看

護師課程では平成17年 度において合計610名 が入学

定員 となっている。ただ し、弘前学院大学、黒石高

校看護、千葉学園高校看護は新設校・新設科であり、

卒業生をだしていない。一方、准看護師課程では合

計240名 であ り、看護師 ・准看護師をあわせ1年 間に

お よそ850名 が入学 している。

表3　 青森県内看護基礎教育機関の学校種別分類

課程

看
護
師

大
学

3
年
課
程

2
年
課
程

5
年

一
貫

准
看
護
師

国立大学法人弘前大学医学部保健学科

青森県立保健大学健康科学部看護学科

弘前学院大学看護学部

独立行政法人国立病院機構泓前病院附属
看護学校

財団法人八戸看護専門学校

五所川原市立高等看護学院

青森市立高等看護学院

弘前市医師会付属高等看護学院

八戸市立高等看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属看護学院看
護学科

青森県立黒石高等学校看護科

学校法人千葉学園高等学校看護科

青森市医師会立青森准看護学院

弘前市医師会付属准看護学院

八戸市医師会立八戸准看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属看護学院准
看護学科

財団法人済誠会附属十和田准看護学院

財団法人仁和会三沢中央病院附属准看護
学院

学校教育法の
規定上の分類

大学

大学

大学

専修学校

専修学校

各種学校

各種学校

各種学校

各種学校

各種学校

高等学校

高等学校

各種学校

各種学校

各種学校

各種学校

各種学校

各種学校

保助看指定
規則上の分類
　 (課程)

3年

3年

3年

3年

3年

2年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

准看護

准看護

准看護

准看護

准看護

准看護

修業
年限

4

4

4

3

3

3

3

3

2

3

5

5

2

2

2

2

2

2

全日制
定時制

全日制

全日制

全日制

全日制

全日制

定時制
(夜)

定時制

定時制
(夜)

全日制

定時制
(夜)

全日制

全日制

全日制

全 日制

全 日制

定時制

全 日制

全 日制

保 ・助の
併設の有無

保 ・助課程あ り、助は

選択制、人数制限あり

保 ・助課程あ り助、は

選択制、人数制限あり

保課程

無回答

無回答

無回答

無回答

無回答

無回答

無回答

無回答

な し

無回答

無回答

無回答

無回答

無回答

無回答
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4　 開設後の変更の有無(表5)

　　看護基礎教育の設置に関する変更は、看護師課程

では12校 中7校 であった。その内容 として設置主体

変更に伴 う名称の変更が3校(行 政改革で法人化)、

入学定員数の増員が1校 、教育課程 を准看護師課程

か ら看護師課程に変更 した学校が2校(高 等学校5

年一貫教育)、定時制か ら全 日制に変更 したところが

　1校 であった。一方、准看護師課程は設置主体変更

に伴う名称の変更が2校 であった。

5青 森県内の看護基礎教育機関の歴史的史(資)料

　　の所蔵状況(表6)

　　看護基礎教育機関における歴 史的史(資)料 は、

新設の弘前学院大学を除 くすべての教育機関に1つ

以上は所蔵 されていることがわかった。その中で も

最 も多かった史(資 料)は 沿革史・記念誌等であ り、

18校中11校 であった。2番 目に多かったのは学則 ・

校則であ り10校 と半数以上の教育機関に所蔵 されて

いた。3番 目に多かったのは肖像写真や記念写真、

教材や教具 などで8校 に所蔵 されていた。この他に

建築 ・建物、教育施設や機器が6校 で所蔵されてい

た。中でも昭和41年 に設立 された千葉学園高校看護

においては多 くの歴史的史(資)料 を所蔵 していた。

6.青 森県内の基礎看護教育機関における大学院設置

　　状況　(表5)

　青森県内には看護系大学が3校 あるが、その中で

大学院を設置 しているのは弘前大学 と保健大学の2

校であ り、このうち保健大学は平成15年4月 に青森

県では初めて看護系大学院修士課程 として健康科学

研究科修士課程を設置 し、看護学科を含む20名 の入

学定員で開設 された。さらに同校 において平成17年

4月 に健康科学研究科博士後期課程が開設され看護

学科 を含め4名 の入学定員で開設された。これに伴

い、修士課程は博士前期課程 と改称された。一方、

弘前大学は平成17年 に医学部保健学科において修士

課程を設置 し看護学部を含め25名 の入学定員で開設

された。大学院の設置はここ数年全国的に増 えてき

てお り、青森県においても看護学における高度な専

門性を備えた人材の育成が行われている。

Ⅴ.考 察

　このような結果を踏 まえ下記の3項 目について考察す

る。

　 1.青 森県内の看護基礎教育機関の属性

　　　青森県内には全18校 の看護基礎教育機関があ り、

　　これらは設置主体により入学定員数、修業年限が異

　　なっていた。 また、看護師課程の設立時期 は昭和40

　　年代が主であり、准看護師課程は主に昭和30、40年

　　代 ということから、多 くの看護基礎教育機関はおよ

　　そ40年 の歴史を持 ち、その間に表5に 示す ように、

　　設置主体の変更や入学定員の変更、教育課程の変更

表4　 青森県内看護基礎教育機関の入学定員

課程

看
護
師

大
学

3
年
課
程

2
年
課
程

5
年
一
貫

准
看
護
師

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

学校名

国立大学法人弘前大学医学部保健学科

青森県立保健大学健康科学部看護学科

弘前学院大学看護学部

独立行政法人国立病院機構弘前病院附属看護学校

財団法人八戸看護専門学校

五所川原市立高等看護学院

青森市立高等看護学院

弘前市医師会付属高等看護学院

八戸市立高等看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属看護学院看護学科

青森県立黒石高等学校看護科

学校法人千葉学園高等学校看護科

青森市医師会立青森准看護学院

弘前市医師会付属准看護学院

八戸市医師会立八戸准看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属看護学院准看護学科

財団法人済誠会附属十和田准看護学院

財団法人仁和会三沢中央病院附属准看護学院

入学定員数

80+3年 編 入10名

100+3年 編 入10名

50

40　 (H17～)

50

40

40

40

50

20

40

40

40

80

50

20

30

20
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表5　 青森県内看護基礎教育機関の設置後の変更事項の有無

課程

看
護
師

大
学

3
年
課
程

2
年
課
程

5
年

一
貫

准
看
護
師

国立大学法人弘前大学医学部保健学科

青森県立保健大学健康科学部看護学科

弘前学院大学看護学部

独立行政法人国立病院機構弘前病院
附属看護学校

財団法人八戸看護専門学校

五所川原市立高等看護学院

青森市立高等看護学院

弘前市医師会付属高等看護学院

八戸市立高等看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属看護学院看
護学科

青森県立黒石高等学校看護科

学校法人千葉学園高等学校看護科

青森市医師会立青森准看護学院

弘前市医師会付属准看護学院

八戸市医師会立八戸准看護学院

財団法人双仁会厚生病院附属看護学院准
看護学科

財団法人済誠会附属十和田准看護学院

財団法人仁和会三沢中央病院附属准看護
学院

旧名称

国立弘前大学医学部保健学科看護
学専攻(H12～H16.3)

な し

な し

国立弘前病院附属看護学校

な し

なし

無回答

なし

なし

厚生病院附属高等看護学院

青森県立黒石高等学校衛生看護学
科

学校法人千葉学園高等学校
衛生看護学科

なし

無回答

なし

厚生病院附属准看護学院

なし

財団法人仁和会小鹿病院附属准看
護学院

名称 ・課程の変更

名称と設置主体
大学院設置:平 成17年 医学部保健
学科

大学院設置:
H15.4健 康科学研究科修士課程
H17.4健 康科学研究期課程と博士後

期課程

なし

名称と設置主体

な し

な し

な し

入学 定員数変 更

H12.4よ り30名 か ら40名 へ

定時制 を全 日制 に統合

S58．4．1八戸市立第一高等看護学院

設置主体:医療社団双仁会から財団
法人双仁会(S50.3.31)名 称:厚 生
病院附属高等看護学院から財団法
人双仁会厚生病院附属看護学院看
護学科

教育課程変更:平 成13年 度にて衛
生看護学科募集終了、H15よ り高等

学校新学習指導要領実施

教育課程変更:平 成13年 度にて衛
生看護学科募集終了、平成15年 度
より准看護師養成課程から看護師
養成課程へ

な し

な し

な し

名称

な し

名称
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表6　 青森県内看護基礎教育機関における歴史的史(資)料 の所蔵状況

課程

1)

建築 、

建物

2)

屋 内

外設、

置物

3)

教 育

設備、

機器

4)

教材 、

教具

など

5)

実 習用

ユ ニ

フオー ム

6)
学則
校則等

7)

沿 革 史、

記念誌

等

8)

肖像
写真
など

看
護
師

大
学

3
年
課
程

2
年
課
程

5
年

一
貫

准
看
護
師

国立大学法人弘前大学医
学部保健学科

○前身の
看護学校
の建物

○ ○ 0

青森県立保健大学健康科
学部看護学科

○

○

　○
教科書

弘前学院大学看護学部

独立行政法人国立病院機

構弘前病院附属看護学校

○

財団法人八戸看護専門学
校

○ ○ ○ ○ ○

五所川原市立高等看護学
院

○

○

青森市立高等看護学院 ○ ○ ○ ○

弘前市医師会付属高等看
護学院

○○

○

八戸市立高等看護学院 ○ ○ ○ ○

財団法人双仁会厚生病院
附属看護学院看護学科

○ ○

○記念写

真(入 学

式、卒業

式)

青森県立黒石高等学校
看護科

○ ○ ○

学校法人千葉学園高等学
校看護科

○

○

○ ○ ○

○○

○

青森市医師会立青森准看
護学院

○学則 ・

校則の規

定

○
○記念写

真(卒 業

式)

弘前市医師会付属准看護
学院

　○
記念誌

八戸市医師会立八戸准看
護学院

○

○

財団法人双仁会厚生病院
附属看護学院准看護学科

○ ○

○

財団法人済誠会附属十和
田准看護学院

○

財団法人仁和会三沢中央
病院附属准看護学院

○ ○ ○ ○

9)

そ の他

○学生自

治会作成

の卒業文

集、卒業

アルバム

備考

いずれも

元青森県

立高等看

護学院の

もの

3)*4)

*開 校当

初から継

続使用
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などされなが らも継続 されてきた。また、平成に入

り看護系大学が設立 され、それまで看護の専 門職 と

しての教育が主流であったが、大学による看護の高

等教育が行われるようになり、看護基礎教育の選択

肢が増えることになった。現在の看護師課程 におけ

る入学定員数は、平成17年 度新設の弘前学院大学看

護学部の50名 を加え合計610名 とな り年 々増加の動

きが見 られる。一方、准看護師課程 においては高等

学校衛生看護科が平成13(2001)年 で終了、14年 度

か ら募集停止 し、16(2004)年3月 にて閉科 したこ

とを受け入学定員数 も減少 している。看護基礎教育

機 関において表5に 示す ように閉校や新設 と変遷が

ある。 このように、属性に関する調査 は、各教育機

関の設置主体や教育課程 を知 り、看護基礎教育の経

時的な変遷が整理 され、関連史料を見つけ出す手が

か りとなり、歴史調査の第1段 階として重要 と考え

る。

2　 青森県内の看護基礎教育機関の設置状況

　　青森県内には看護基礎教育機 関として看護系大

学、専修学校、各種学校(2年 課程・准看護師課程)、

高等学校看護科が現存 し、 さらに大学院教育 も行わ

れている。これ らの設置に関 しては、多様な背景か

　らくるものと考える。

　 1)看 護系大学

　　 看護系大学は昭和27年 高知女子大学家政学部に

　 看護学科 が全国 にさきが け設置され、その後 も

　 徐 々に増加 していった。少子 ・高齢の影響を受け

　　て大学教育が見直 され、当時の文部省が平成3

　　 (1991)年 「大学設置基準」の一部改正を行った1)。

　　その中で生涯学習の振興の観点から大学における

　 学習機会の多様化を図 り、併せて大学等の水準を

　 維持向上することが求められた。大学における看

　 護教育は保助看指定規則により養成校の指定をう

　 けてお り、看護学の教育、研究、実践の各分野に

　 おいて指導的な役割を担 う人材の育成 を目的とす

　 るところが多 く、 さらに看護師等の人材確保の促

　 進に関する法律 の制定2)に より、看護の質の向上

　　と社会 のニーズから高等教育化が進んだと考え

　 る。青森県においては、弘前大学教育学部特別教

　 科看護教員養成課程が1校 であったが、組織再編

　 により平成12年 に統合 された。その他にも2大 学

　 開設 され看護師課程の40%を 占めるまでになって

　 いる。

2)専 修学校、各種学校

　 看護基礎教育において専修学校、各種学校は、看

護系大学がそれほど多 くなかった1990年 代前半 まで

看護職養成を支えてきた教育機関であるといえる。

　 学校教育法の規定 により看護における専修学校、

各種学校が設置されたが、専修学校は、職業若 しく

は実際生活に必要な能力を育成 し、又は教養の向上

を図ることを目的 として組織 的な教育 を行 うもの

(学校教育法82の2)で あり、各種学校は、学校教

育 に類する教育を行 うもの(学 校教育法83)3)と さ

れている。 このように看護の職業人の育成 をめざす

ことを特徴 とした看護基礎教育機関 として、専修学

校、各種学校は現在 もなお養成機関の主流 となって

いる。青森県において も看護師課程では46%を 占め、

准看護師課程 は100%と なっている。しか し、看護

師課程の看護系大学 も40%と 追い上げており、以前

に比べわずかの差 となっている。近年、社会から医

療や看護に対するニーズも専門的で高度になってい

ることか ら、専修学校、各種学校 においても大学教

育 とは異なる看護の専門職業人の育成を特徴 とした

教育内容の充実と看護の質の向上を維持 ・発展で き

る人材の育成が必要 と考 える。一方、准看護師課程

においては、平成8年 に当時の厚生省が准看護婦制

度検討委員会の報告をうけ、看護婦養成制度の統合

につ とめるとして、准看護師教育の停止の方向性を

示 した4)。 しか し、現在 も准看護師課程 を支持する

組織があ り、准看護師課程 は継続 されているが、准

看護師養成所の数は教育カリキュラムの改正に伴い

平成14年4月 に高等学校衛生看護科や高等学校専攻

科が、5年 一貫教育に切 り替えとなった。また、閉

校 となった准看護学校 もあ り5)、学校数、定員数 と

もに減少傾向にある。

3)看 護師2年 課程

　　看護師2年 課程は、准看護師の資格 を所有する

　 ものが看護師の資格 を取るためのコースであ り、

　その教育機関としては主に専修学校、各種学校、

　短期大学など多様である。この2年 課程の看護基

　礎教育は、准看護師課程へ積み重ねをし、看護師

　の資格取得 をめざす ものである6)。青森県内にお

　いては現在、専修学校、各種学校が設置されてい

　るが短期大学はな く、この2コ ースからの選択 と

　なる。 日本看護協会 は、准看護師制度廃止 を訴え、

　それにはまず准看護教育の廃止をすることが必要

　と考えているが、制度化されるまでには至 ってい

　ない。青森県においても准看護師課程が現存 し、

准看護師を養成 し資格 を取得 し輩出 されている

　が、その後の看護師資格へ移行する為の2年 課程

　は必要である。その理由は、准看護師は入学資格

　が中学卒業であ り、修業年限が2年 間であること

からみて看護師養成に比べ十分な教育が受けられ
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　ていない。より質の高い看護を社会 に提供するた

　めに、進学課程で学ぶ機会が必要 と考える。

4)高 等学校衛生看護科から高等学校看護科へ

　　高等学校 に衛生看護科が設置されたのは、昭和

　36年 国民皆保険の導入が始 まり国民の医療需要が

　拡大、医療技術 の進歩があった。それに伴い看護

　師不足 とな り。看護職 に対す る需要が急速 に高

　 まっていったことから、さらに養成数の拡大をは

　かろうと医療行政上の要請があった。また、高校

　への進学率の上昇 ということもあ り、これらの要

　素がかさなり、高等学校 による看護職の要請とい

　うニー ドが高まっていった。そ して昭和38年 に当

　時の厚生省医療制度調査会答 申において、看護教

　育を振興するために教育機関を学校教育法上の学

　校(大 学、短大、高専、高校)と する具体的な方

　策の検討が提言され、様々な社会的背景か ら昭和

　39年 高等学校で准看護師を養成する学校が神奈川

　県に初めて創設され、全国に衛生看護科設立が広

　がっていった経緯があ り7)、青森県においても昭

和40年 代に県立高校4校 に設置 された。このよう

　に、社会か らの要請で誕生 した衛生看護科であっ

　たが、平成11(1999)年 に医療関係者審議会保健

師助産師看護師部会が開かれ、准看護師の教育課

程が改正 されたが、衛生看護科3年 間のカリキュ

　ラムの中では、1,890時 間の准看護師教育が過密

　になりす ぎるという問題が指摘 された。この対応

　として平成14(2002)年 、従来か ら高等学校関係

者からの要望であった5年 一貫教育(高 等学校3

年と専攻科2年 をあわせて5年 間)で 看護師教育

が実施されることになった8)。

　 青森県内にも2年 課程から3年 課程 に移行 し現

在5年 一貫教育をしている高等学校看護科が2校

あることがわかった。それ以前に青森県に高等学

校衛生看護科(以 下、衛生看護科)が 存在 してい

たが、准看護教育課程か ら看護師課程に移行する

段階で閉科 とい う選択 を余儀な くされた衛生看護

科 もあ り、ここに社会情勢の波 を受けた動 きが

　あった。青森県内でも、衛生看護科が閉科 された

高等学校があるように、全国的にも5年 一貫教育

の開始により高等学校 における准看護師教育は激

減 した。この5年 一貫教育は平成14(2002)年 の

入学生か ら適用され、現在、全国65校 で取 り組 ま

れているが卒業者がでるのは平成19(2007)年 で

ある。

5)大 学院教育

　 社会の 中で医療技術 の進歩 に伴 い、関心 も高

まってきている現状において、看護職の社会的位

置づけや看護職に期待 される社会的役割 もまた拡

大 ・深化 してきている。これらの変化に適切に対

応する能力の育成 は専 門職の教育 として求め ら

れ、大学教育やそれ をさらに発展させるために大

学院教育が必要 となる。

　修士課程の目的として、広い視野に立って精深

な学識 を授 け、専攻分野 における研究能力 または

行動の専門性を要する職業 などに必要な高度 な能

力を養 うことであ り(大 学院設置基準第3条)、 博

士課程の目的は、専攻分野 について研究者 として

自立 して研究活動 を行うに必要な行動の研究能力

およびその基礎 となる豊かな学識を養 うことであ

る(大 学院設置基準第4条)9)。 全国で看護系大

学が130校 を越え、今後、学士 を持 った看護職者が

数多 く輩出されることは必至であ りこれに伴い、

さらにより高度で専門的な知識 を持った看護職の

人材を育成することが求め られると考える。その

ような状況下で青森県においても大学院が2校 設

置されたと考える。

3　 看護基礎教育機関の歴史的史(資)料 の所蔵状況

　 歴史的史(資)料 は新設校を除 く教育機関におい

て、何 らかのかたちで現存 されていることがわかっ

　た。特 に設立年月が最 も古い国立病院では50年 以上

の青森県における看護教育背景を持っていることか

　ら、歴史的史(資)料 が保存 されている可能性があ

ると考えるが、本調査では、沿革史や記念誌のみの

所蔵 ということであ り、今後、詳 しくその現状につ

いて調査 を進める必要があると考える。また、所蔵

されているものとして18校 中11校 と最 も多かった沿

革史 ・記念誌は、各教育機関の設立の経緯や変遷、

当時の様子が文章や写真などで記録 されていること

が考えられ、歴史を知る上で貴重な史(資)料 とな

　る。さらに、新設の弘前学院大学や設置 されて数年

の教育機関については今後所蔵する可能性がある。

看護教育で使用 されていた教材 ・教具などは当時の

その教育内容を知る手がか りとな り、これらは設置

主体によって使用 されていた物 も異なる可能性があ

るため、各教育機関の教育内容を物語る特徴的な歴

史的史(資)料 の一つであると考える。各教育機関

の学則や校則 もまた設置主体の影響 を受けながら学

校 における規範 となる規則 を知ることで当時の看護

教育の様子を知る手がか りとなる。このような歴史

的資料は、社会情勢の影響 を受けながらも今 日の青

森県 における看護基礎教育 を支えて きた歴史であ

　り、それを後世に語 りついでい く必要があると考え

るがその意識が看護者個人あるいは教育機関におい
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ても薄いのではないかと考える。また、歴史的資料

の所蔵方法 は各教育機関に委ね られてお り、 これま

で閉校 となった教育機関の史(資)料 がどうなって

いるのか明らかにできていない。その手がか りを探

す ところからのスター トとな り、困難 を極めること

が予想 される。 しか し、看護の歴史の一部分 を担っ

ている看護基礎教育の歴史的所蔵物の保存が散逸 ・

廃棄 されないために、看護関連歴史的史(資)料 保

存に組織的に取 り組むことが必要 と考える。今後 は、

どのような経緯で、どのように保存されているのか、

了解の得 られた教育機関に赴 き、歴史的史(資)料

の所蔵状況の調査を継続 し、歴史的資料の収集を積

み重ねることで少 しずつ明 らかにで きると考える。

5)鈴 木 理 恵他:平 成17年 度 看護 白書.p.247,日 本 看

　 　護協会 出版会,2005.

6)坪 井 良子:看 護MOOK看 護 教 育.136-139,金 原

　 　出版,1991.

7)前 掲1),175-176.

8)前 掲2),127-128.

9)常 葉 恵 子:看 護MOOK看 護 教 育.154-157,金 原

　 　出版,1991.

10)福 本 　恵他:日 本 の看 護学校 、病 院、博物館 にお け

　 　る看 護関連 史(資)料 所蔵状況 の検討.日 本看 護歴

　 　史学会第19回 学 術集会 講演集,49-53,2005.

Ⅵ.お わりに

　青森県における全看護基礎教育機関の基本属性や設置

等の状況ならびに各教育機関に関わる歴史的史(資)料

の所蔵状況の調査を行った。現存する看護基礎教育機関

は全部で18校 であった。これ らは、設置主体により、定

員数や修業年数に違いがみ られた。看護師課程の設立時

期は昭和40年 代が主であ り、准看護師課程は主に昭和30、

40年 代であることがわかった。さらに看護基礎教育関連

史(資)料 の所蔵状況について新設校以外 は何 らかの史

(資)料 が現存 していることが明らかになった。 しか し、

所蔵に関しては各教育機関にゆだねられている現状にあ

り、閉校 となった教育機関の史(資)料 が現存するのか

不明 となっている。これ らのことから、看護の歴史の一

部分を担っている看護基礎教育の歴史的所蔵物の保存が

散逸 ・廃棄されないために、看護関連歴史史(資)料 保

存 を組織的に取 り組むことが必要10)と考える。今後は調

査 に理解の得られた看護基礎教育機関に臨地に赴き現存

状況の把握 をするなど継続 して追跡調査す る必要があ

る。
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